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静岡市の概要
人口：７２７，３１１人
世帯：２９６，３４７世帯
面積：１，４１１．８２平方㎞
（平成２１年１１月１日現在）

金沢市の概要
人口：４５７，５７０人
世帯：１８９，８１６世帯
面積：４６７．７７平方㎞
（平成２１年１１月１日現在）

　

静
岡
市
は
お
茶
の
歴
史
が
古

く
、
良
質
な
お
茶
を
多
く
生
産

す
る
日
本
有
数
の
茶
所
で
す
。

　

静
岡
市
の
二
大
ブ
ラ
ン
ド
茶

と
い
え
ば
、
静
岡 
本  
山 
茶
と
清

ほ
ん 
や
ま

水
の
お
茶
。
静
岡
市
を
縦
断
す

る
安
倍
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る

藁
科
川
の
流
域
で
作
ら
れ
る

「
静
岡
本
山
茶
」
は
、
平
野
部
の

お
茶
と
比
べ
て
葉
肉
が
や
わ
ら

か
く
、
鮮
や
か
な
緑
が
特
徴
で

す
。
口
当
た
り
が
と
て
も
優
し

く
、
透
き
通
る
よ
う
な
さ
わ
や

か
な
香
り
と
滋
味
に
満
ち
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
清
水
地
域
も
、
清
水

港
か
ら
お
茶
が
直
接
海
外
に
輸

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
急
速

に
生
産
が
拡
大
、
現
在
の
産
地

の
姿
と
な
り
ま
し
た
。
天
然
で

 
桜
葉 
の
香
味
が
す
る
と
い
う
独

さ
く
ら
ば

特
な
個
性
を
持
っ
た「
ま
ち
こ
」

は
清
水
に
し
か
な
い
自
慢
の
お

茶
で
す
。

　那覇市は、昨年、静岡市と金沢市の二市と「交流連携等に関す

る協定」を締結し、市民の交流の促進に関することや観光振興の

推進に向けた取り組みを行うことを確認しました。その取り組み

の一環として、市民のみなさまに静岡市と金沢市を紹介します。

お問い合わせ　観光課　電話862－3276
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　那覇市は、昨年７月の富士山静岡空港開港に伴う那覇・静

岡便の就航と以前から就航のあった那覇・小松便による更なる

交流の促進を目的に交流連携等に関する協定を締結しました。

　また、静岡市と金沢市間でも協定を締結しているため、協

定によるトライアングルが完成しています。

　○那覇市・静岡市交流連携等に関する協定（平成２１年２月３日締結）

　○静岡市・金沢市交流連携等に関する協定（平成２１年７月２３日締結）

　○那覇市・金沢市交流連携等に関する協定（平成２１年１０月２３日締結）

　

　三市で連携する事項は下記のとおりです。

　（１）広報等の相互PR活動の推進に関すること。

　（２）市民の交流の促進に関すること。

　（３）観光の振興等に向けた施策の推進に関すること。

　（４）地域資源の相互の活用等に関すること。など

　三市における緊密な交流連携体制のもと、三市の一層の

発展を目指します。
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お
茶
の
ま
ち
静
岡
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静
岡
の
清
水
港
へ
の
冷
凍
マ

グ
ロ
の
水
揚
げ
は
、
国
内
全
体

の
水
揚
げ
量
の
約　

％
を
占
め
、

５０

日
本
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

清
水
港
と
マ
グ
ロ
の
関
係
の

深
ま
り
は
、
ツ
ナ
缶
（
マ
グ
ロ

油
漬
け
缶
詰
）
の
発
祥
が
大
き

な
契
機
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

マ
グ
ロ
油
漬
け
缶
詰
は
、
ア
メ

リ
カ
に
輸
出
さ
れ
、
大
好
評
を

得
ま
し
た
。
マ
グ
ロ
油
漬
け
缶

詰
の
成
功
で
マ
グ
ロ
の
需
要
が

増
え
、
清
水
港
に
ま
す
ま
す
多

く
の
マ
グ
ロ
が
水
揚
げ
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
清

水
港
マ
グ
ロ
ま
つ
り（　

月
）で

１０

は
、
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
や
お

寿
司
屋
さ
ん
食
べ
歩
き
ラ
リ
ー

な
ど
お
い
し
い
催
し
が
盛
り
だ

　

徳
川
家
康
公
が
静
岡
に
隠
居

し
た
と
き
に
、
木
工
職
人
を
集

め
た
の
が
起
源
と
い
う
説
が
あ

る
ほ
ど
、
静
岡
の
物
作
り
の
歴

史
は
深
く
、
木
製
模
型
か
ら
始

ま
っ
た
静
岡
の
模
型
は
、
昭
和

　

年
代
に
プ
ラ
モ
デ
ル
の
生
産

３０に
移
行
し
ま
し
た
。
全
国
一
の

生
産
量
を
誇
り
、
世
界
有
数
の

産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
内
に
は
、
タ
ミ
ヤ
を

は
じ
め
、
バ
ン
ダ
イ
、
ア
オ
シ

マ
、
ハ
セ
ガ
ワ
と
い
っ
た
プ
ラ

モ
デ
ル
の
老
舗
メ
ー
カ
ー
が
軒

を
連
ね
、
毎
年
５
月
に
開
催
す

る
ホ
ビ
ー
シ
ョ
ー
で
は
、
子
ど

ホ
ビ
ー
の
ま
ち
静
岡

も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
プ
ラ

モ
デ
ル
フ
ァ
ン
が
ホ
ビ
ー
の
ま

ち
静
岡
に
集
い
ま
す
。
モ
デ

ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
作
品
展
、

各
模
型
メ
ー
カ
ー
の
新
製
品
発

表
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

駿
府
の
ま
ち
が
桜
色
に
染
ま

る
と
、
祭
り
は
最
高
潮
を
迎
え

ま
す
。
大
御
所
家
康
公
の
花
見

行
列
を
再
現
し
た
豪
華
絢
爛
な

静
岡
ま
つ
り
。
静
岡
の
春
は
桜

と
踊
り
で
幕
を
開
け
ま
す
。

静
岡
ま
つ
り（

４
月
）
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「
か
っ
ぽ
れ
か
っ
ぽ
れ
」の
リ

ズ
ム
に
溢
れ
る
清
水
み
な
と
祭

り
。
港
町
清
水
が
誇
る
大
迫
力

の
総
踊
り
や
清
水
名
物
「
次
郎

長
道
中
」
な
ど
見
所
満
載
。
威

勢
の
よ
い
担
ぎ
声
と
と
も
に
、

勇
壮
な
神
輿
が
清
水
の
街
を
練

り
歩
き
ま
す
。

清
水
み
な
と
祭
り

（
７
月
）

　

世
界
中
か
ら
ス
ト
リ
ー
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
が
静
岡
に
集
結
し

ま
す
。
街
中
を
ス
テ
ー
ジ
に

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
パ
ン
ト
マ
イ

ム
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の
技
を
競

う
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。

　

世
界
の
技
に
会
場
は
歓
声
と

笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
す
。

大
道
芸 

（　

月
）

１１

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

日
本
平

　

標
高
3
0
7
メ
ー
ト
ル
の
丘

陵
。
こ
こ
か
ら
眺
め
る
富
士
山

は
ま
さ
に
日
本
一
。
国
の
名
勝

地
や
「
観
光
地
百
選
」
に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

私たちしずおかクイーンもお待ちしています
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私たちミス百万石もお待ちしています

金
沢
市
の
紹
介

　

前
田
家
は
加
賀
・
能
登
・
越

中（
現
在
の
石
川
県
と
富
山
県
）

の
３
か
国
・
約
１
２
０
万
石
を

領
有
し
た
最
大
の
大
名
で
あ
り
、

利
家
が
入
城
し
て
か
ら
約
２
９

０
年
間
、
江
戸
時
代
を
通
し
て

金
沢
を
居
城
と
し
、
政
治
・
経

済
・
文
化
の
拠
点
と
し
て
そ
の

発
展
に
努
め
ま
し
た
。

　

城
下
の
寺
院
を
移
転
さ
せ
、

 
卯  
辰  
山 
山
麓
と 
小  
立  
野 
、
寺
町

う 
た
つ 
や
ま 

こ 
だ
つ 
の

の
三
寺
院
群
を
形
成
し
ま
す
。

ま
た
、
城
下
町
の
防
水
と
金
沢

城
内
の
水
を
確
保
す
る
た
め
辰

巳
用
水
が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
い
く
つ
も
の
用
水
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
名
勝
で
あ
る
兼
六
園
は

前
田
家
の
庭
園
と
し
て
造
ら
れ
、

江
戸
時
代
末
期
に
は
、
ひ
が
し

茶
屋
街
・
に
し
茶
屋
街
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
遺
産
は
、
今

�
�
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�
�

　

金
沢
市
は
、
北
陸
の
中
枢
都

市
と
し
て
、
現
代
的
な
ま
ち
な

み
の
中
に
も
、
豊
か
な
自
然
や
、

藩
政
時
代
か
ら
の
歴
史
的
ま
ち

な
み
が
色
濃
く
残
る
「
歴
史
都

市
」
で
す
。
金
沢
市
で
は
、
こ

れ
ら
歴
史
資
産
を
後
世
に
伝
え

る
と
同
時
に
、
今
ま
で
培
っ
て

き
た
「
伝
統
文
化
」
と
「
新
し

い
文
化
」
が
調
和
し
た
、
風
格

と
活
力
あ
る
世
界
都
市
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

「
城
下
町
金
沢
」

の
誕
生

　

都
市
と
し
て
の
金
沢
は
１
５

４
６
年
に
守
護
の 
富  
樫  
政 
親
   

を

と 
が
し 
ま
さ 
ち
か

滅
ぼ
し
た
加
賀
の
一
向
宗
徒
が

 
金  
沢  
御  
堂 
と
呼
ば
れ
る
寺
院
を

か
な 
ざ
わ 
み 
ど
う

建
立
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
御
堂
の
中
心
に
は
寺
内
町

が
で
き
、
金
沢
の
ま
ち
へ
と
発

展
し
ま
し
た
。

　

１
５
８
０
年
に
金
沢
御
堂
は

織
田
信
長
の
配
下
の
佐
久
間
盛

政
に
攻
め
落
と
さ
れ
、
こ
の
地

に
金
沢
城
が
築
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
５
８
３
年
、
前
田

利
家
公
が
金
沢
城
に
入
城
し
、

城
下
町
金
沢
の
基
礎
が
築
か
れ

ま
す
。

加
賀
百
万
石
の

歴
史
遺
産

も
な
お
当
時
の
景
観
や
風
情
を

と
ど
め
て
い
ま
す
。
金
沢
は
２

０
０
９
年
１
月
、
国
の
「
歴
史

都
市
」
第
１
号
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
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加
賀
藩
で
は
手
厚
い
保
護
育

成
の
下
で
、
美
術
・
工
芸
の
技

が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
工
芸
品
が
受
け
継

が
れ
て
お
り
、
加
賀
友
禅
・ 
加 か

 
賀  
繍 
・
九
谷
焼
・
金
沢
漆
器
・

が 
ぬ
い

金
沢
仏
壇
・
金
沢
箔
は
国
指
定

の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
０
９

年
６
月
に
は
「
ユ
ネ
ス
コ
創
造

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
ク
ラ

　

金
沢
は
、「
食
」
に
お
い
て
も

魅
力
的
で
す
。
代
表
的
な
も
の

と
し
て
は
、
加
能
ガ
ニ
（
ず
わ

い
ガ
ニ
）
や
甘
エ
ビ
な
ど
の
日

本
海
の
魚
介
類
や
加
賀
野
菜
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
金
沢
の

郷
土
料
理
で
あ
る
加
賀
料
理
は
、

豊
富
な
旬
の
素
材
を
用
い
、
九

谷
焼
や
金
沢
漆
器
な
ど
の
豪
華

な
器
に
盛
り
つ
け
ら
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
代
表
的
な
加

　

金
沢
で
は
「
空
か
ら
謡
が

降
っ
て
く
る
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
武
家
や

商
家
だ
け
で
な
く
植
木
職
人
ま

で
が
能
楽
を 
嗜 
み
、
金
沢
の
城

た
し
な

下
を
歩
く
と
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
小
謡
を
口
ず
さ
む
声
が
聞
こ

え
た
こ
と
か
ら
使
わ
れ
た
言
葉

で
す
。 加  
賀  
宝 

か 

が 
ほ
う 
生 
し
ょ
う 
能 
や 
素  
囃  
子 

の
う 

す 
ば
や 
し

な
ど
が
今
日
で
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
金
沢 
芸  
妓 
に

げ
い 
ぎ

よ
る
三
味
線
、
唄
、
踊
り
な
ど

の
芸
は
全
国
的
に
も
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

フ
ト
分
野
で
世
界
初
の
認
定
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
沢
の
伝
統
芸
能

賀
料
理
と
し
て
は
、
じ
ぶ
煮
、

鯛
の
唐
蒸
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

兼
六
園

　

百
万
石
前
田
家
の
庭
園
と
し

て
造
ら
れ
た
特
別
名
勝
・
兼
六

園
は
、
水
戸
の
偕
楽
園
、
岡
山

の
後
楽
園
と
と
も
に
、
日
本
三

名
園
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 　

金
沢
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、

ま
ち
に
開
か
れ
た
公
園
の
よ
う

な
美
術
館
と
し
て
、
国
の
内
外

か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

建
物
は
ガ
ラ
ス
の
円
形
が
特
徴

的
で
開
放
感
溢
れ
た
造
り
に

な
っ
て
お
り
、
内
部
は
魅
力
的

金
沢　

世
紀
美
術
館

２１

冬
の
風
物
詩
・
雪
吊
り
や
梅
苑

の
紅
梅
白
梅
な
ど
四
季
折
々
の

自
然
と
、
代
々
の
藩
主
た
ち
に

よ
る
絶
え
間
な
い
築
庭
の
妙
が

織
り
成
す
景
観
は
、
屈
指
の
美

し
さ
と
雄
大
さ
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。

な
シ
ョッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
が
充
実
し
て
い
て
、訪

れ
る
人
を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。
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しずおかクイーン
　左から那須野芽生さん

　筒井　　舞さん
　�橋　有布さん

会
場
を
笑
い
の
渦
に

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
集
結

日本平から眺める富士山

つ
つ
じ
な
ど
季
節
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
花
が
咲
き
ま
す

春
の
駿
府　

華
や
か
な
時
代
絵
巻

金沢城・石川門

静岡といえば「お茶」といわれ
るくらい日本有数の産地です

全国シェアの９９％を占める
金沢箔

粋で雅な金沢芸妓の芸

藩政期の風情が残るひがし茶屋街

極上の「加能ガニ」。メスの「 香  箱 ガニ」も地元で人気
こう ばこ

日本三名園の一つ特別名勝・兼六園

夜はライトアップされる金沢２１世紀美術館
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翁長　雄志　那覇市長

山出　保　
　金沢市長

小嶋　善吉　
　静岡市長

金 沢 市 静 岡 市

毎年５月にはプラモデルファンが集まるホビーショーが開
催されています
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ま
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の
ま
ち
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岡

新鮮なまぐろを召し上がれ


